
西大沼弁財天神社

昭和初期か？

西大沼

湖に浮かぶ祠

　また、昭和57年に菊地恒忠氏が執筆した
「じゅんさい沼物語」では、毎年8月19日・
20日には祭りが挙行されたそうで、宵宮祭で
は、小学校には舞台が組まれ、舞踊やコント、
のど自慢大会などが開催され、本祭では、真っ
赤な衣装に身に包んだ神官や祭りの役員たち
が、船で島へ渡りお参りしている様子が描かれ
ています。
　さらに興味深い話として、この祠に安置され
ている御神体の弁天様は蛇を身体に巻きつけて
おり、竜神様と一緒と考える人もいるというこ
と、祠の創建関係は不明だが、御神体を納めて
いる箱のふたに「文化六歳（1809年）　次己
己正月吉祥日　山納主」の文字が書かれている
ことが記されています。どちらの話しも、西大
沼の歴史を考える上では、とても重要なものだ
と個人的には思います。
　さて、上の写真は、昭和初め頃と思われる西
大沼弁財天神社の様子になります。湖に浮かぶ
島には、木々に覆われ祠が、その対岸の突き出
た場所には鳥居が建てられています。そして、
静かな景観に動きを与えるかのような一艘の船
の存在が、歴史を紡ぐ一条の糸のように思えて
しまうのは、私の考えすぎでしょうか？

　「大沼三湖」のひとつであるじゅんさい沼
が、白鳥の沼や小沼と呼ばれていたことは、過
去の「ピチャリ第41号」で触れましたが、こ
の湖に浮かぶ島のひとつに、鳥居が建立され、
祠が祀られていることをご存じでしょうか？
　冬になると厚い氷で覆われるので、ワカサギ
釣りの合間に歩いた方もいるかもしれません
し、草木が茂っていない時期であれば、国道5
号を走っていても遠目で確認できますので、
知っている人も少なくないと思います。
　この島に建てられている神社は「西大沼弁財
天神社」と呼ばれており、七飯町史によれば、
明治7年に峠下村の田村忠太郎および田村はつ
の両人の協力で建てられ、その後、現在の小島
に移転したとありますから、意外に歴史ある神
社であることがわかります。
　時期的なことから推測すると、明治5年に開
拓使によって「札幌本道」が開削された影響か
ら、西大沼に移住する人が増えたり、観光の拠
点となりつつある中、そのような動きに至った
のではないかと考えます。
　簡単にお参りできる場所ではありませんが、
湖に浮かぶ島々にそのような信仰対象があるの
は趣があっていいと思います。
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※7月の休館日はありません。
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　　　　　　春の探鳥会を開催しました。
毎年さほど日にちは変わらないこの会です
が、今年は特に寒かった気がします。それ
でも、多くの方に参加していただき早朝の
大沼を散策しながら観察しました。
　３グループに分けて、観察を始めたので
すが、今年はキビタキやオオルリが多いよ
うで、あちこちでその姿と美声を堪能でき
ました。しかし、途中から雨に降られ、予
定より早く解散する羽目になりましたが、
計48種の野鳥を観察できました。参加され
た皆様寒い中ありがとうございました。
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７月の予定
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　　　　　大中山小学校周辺を会場に、
ななえの観桜会を開催しました。
　講師には桜守の浅利政俊氏をお招き
し、散策をしながら、品種の見分け方や
桜につく病気の話しなど、豊富な知識を
わかりやすく解説して頂きました。
　今年は、桜の開花が例年より遅く、ほ
とんど桜が咲いていない中の観桜会とな
りましたが、参加された皆様は講師の話
しを熱心に聴いて下さりました。
　来年は満開の中で開催したいです。
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　この時季、当館の横にある杉林から聴こえる鳥た
ちのさえずりがとても心地よい・・・。姿を見るこ
とはあまりないのだが、アオバトやキビタキ、ホト
トギスなど、数えてみると種類も結構いることがわ
かる。そして、木々の奥から響き渡る美声が心を癒
してくれる。
　初夏の爽やかな風に吹かれ、おもむろに一息つい
ている時に聴こえてくるとなおさら・・・あっ、
ちゃんと仕事はしてますからね。（やまだひさし）
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　編 集 後 記 　～tawagoto～
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　              ジュニア探検クラブ
で、畑つくりをして、男爵薯を植
えました。
　午前中は、七飯町が日本ではじ
めて西洋農業を導入した町である
ことを学ぶため、プラウとハロー
を使って畑を耕し、その後、鍬を
使ってうねを作りました。
　午後は男爵薯の勉強から。学芸
員が川田龍吉男爵の人柄や七飯町
で男爵薯が誕生した歴史について
解説。種イモの芽かきをした後、
みんなで畑に植えました。
　農作業は大変だったかな？

　ただ今、常設展示室に七
夕飾りを飾っております。
短冊も用意してますので、
自由に願い事を書いて笹に
さげて頂ければと思います。
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七夕かざり
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男爵薯だぜい！

ハロー使用中！
つ、つかれる…。


